
13 12道21世紀新聞　Route Press 21st.２０１１年（平成２３年）5月 第32号 道21世紀新聞　Route Press 21st. ２０１１年（平成２３年）5月第32号

街
頭
で
の
募
金
活
動
。
右
上
の
写

真
の
右
が
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ 

経
営
者
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
さ
ん

　

新
し
い
世
紀
に
入
っ
て
10
年
が

経
過
し
た
。
先
行
き
の
見
え
な
い

不
透
明
感
が
国
民
の
不
安
感
を
払

拭
で
き
ず
に
い
た
が
、
３
月
11
日

に
起
こ
っ
た
東
日
本
地
震
は
、
そ

の
不
安
感
を
増
大
さ
せ
た
。

　

長
さ
５
０
０
㌔
、
幅
２
０
０
㌔

に
亘
っ
て
３
度
の
連
続
地
震
が
発

生
、15
㍍
級
の
巨
大
津
波
に
よ
り
、

原
発
事
故
を
含
む
広
域
的
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

想
定
外
か
ど
う
か
が
議
論
に
な

っ
て
い
る
が
、
起
こ
っ
た
後
の
危

機
管
理
が
い
た
だ
け
な
い
。

　

情
報
の
収
集
、
共
有
、
発
信
が

出
来
て
い
な
い
。
政
治
主
導
、
地

方
主
権
、
規
制
緩
和
で
政
と
官
、

国
と
地
方
、
官
と
民
の
役
割
分
担

が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
背
景

に
あ
る
。

　

平
常
時
で
な
い
、
危
機
管
理
で

あ
る
。
政
治
は
政
治
の
こ
と
に
専

念
し
、
現
場
に
出
来
る
こ
と
は
現

場
に
ま
か
せ
る
よ
う
な
現
実
的
な

対
応
が
な
い
限
り
適
時
、
適
確
な

対
応
が
と
れ
な
い
。

　

責
任
の
犯
人
捜
し
を
す
る
前

に
、
ま
ず
復
旧
の
見
通
し
を
つ
け

る
こ
と
で
あ
る
。
食
事
、
衛
生
・

医
療
、
仮
設
住
宅
、
仮
設
ト
イ
レ

等
の
整
備
、
２
５
０
０
万
㌧
に
及

ぶ
ガ
レ
キ
の
処
理
、
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
等
々
方
針
に
基
づ
き
実
行
す

る
こ
と
で
あ
る
。
見
え
な
い
も
の

が
見
え
て
く
れ
ば
元
気
が
出
る
、

知
恵
が
出
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、復
興
の
計
画
で
あ
る
。

目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
が
ち
だ

が
、国
家
１
０
０
年
の
観
点
か
ら
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
計
画
を
基
に
、
地
方
自
治

体
、
地
元
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え

た
、
絵
に
描
い
た
餅
で
な
い
実
行

可
能
な
案
を
期
待
し
た
い
。

　

大
き
な
価
値
観
を
共
有
し
、
知

恵
と
力
の
結
集
に
よ
り
こ
の
国

難
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
道
路
網
が
驚
き
の
速
さ

で
復
旧
し
た
が
、
主
に
津
波
で
破

壊
さ
れ
た
り
流
出
し
た
橋
梁
の
応

急
復
旧
で
も
、
国
土
交
通
省
や
地

方
公
共
団
体
と
民
間
の
橋
梁
業
界

が
総
力
を
挙
げ
て
結
集
。
臨
機
応

変
に
献
身
的
に
動
き
、
各
地
域
も

全
面
的
に
奮
闘
を
支
え
た
。

　

国
交
省
東
北
地
方
整
備
局
が
震

災
直
後
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
太
平

洋
岸
を
走
る
国
道
45
号
は
特
に
津

波
被
害
が
激
し
く
、気
仙
大
橋（
岩

手
県
陸
前
高
田
市
）
や
小
泉
大
橋

（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）
な
ど
５
つ

の
橋
梁
が
橋
げ
た
ご
と
流
出
し
た

ほ
か
、
県
道
や
市
町
村
道
な
ど
で

も
太
平
洋
沿
岸
各
地
で
12
の
橋
梁

が
大
打
撃
を
受
け
、
通
行
不
能
に

な
っ
た
。

　

国
交
省
の
出
先
機
関
や
地
方
公

共
団
体
は
、
災
害
時
に
は
道
路
・

河
川
・
港
湾
な
ど
の
関
係
業
界
と

協
定
を
結
び
、
通
常
の
事
務
手
続

き
を
省
略
し
て
被
害
状
況
の
把

握
、
応
急
修
理
に
あ
た
る
体
制
を

取
っ
て
い
る
。

　

鋼
橋
業
界
で
組
織
す
る
社
団
法

人
日
本
橋
梁
建
設
協
会
は
直
ち
に

東
京
・
西
新
橋
の
本
部
に
「
災
害

対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
た
。
そ

れ
に
呼
応
し
、
会
員
会
社
が
一
斉

に
、
自
社
が
建
設
や
保
守
を
手
が

け
た
橋
梁
現
場
へ
自
主
的
に
点
検

調
査
チ
ー
ム
を
送
り
込
み
、
被
害

状
況
の
調
査
に
速
や
か
に
着
手
し

た
。

　

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
の
輸
送

に
も
、
道
路
網
確
保
が
最
優
先
と

誰
も
が
認
識
し
て
い
る
た
め
、
点

検
結
果
を
も
と
に
国
や
自
治
体
担

当
者
と
相
談
、
可
能
な
応
急
修
理

に
着
手
。

　

津
波
で
橋
台
背
面
の
盛
り
土
が

流
出
し
て
し
ま
っ
た
国
道
45
号
の

二
十
一
浜
橋
（
気
仙
沼
市
）
な
ど

で
は
、
災
害
時
用
に
会
員
会
社
が

備
え
て
い
た
仮
設
橋
を
設
置
し
、

10
日
目
と
い
う
異
例
の
短
期
間
で

開
通
さ
せ
た
。

　

同
協
会
は
、
今
回
の
被
害
は
け

た
外
れ
に
大
規
模
で
点
検
調
査
地

点
ま
で
の
道
路
網
が
寸
断
さ
れ
、

必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
、
宿
泊
場
所
、

食
料
な
ど
の
調
達
が
至
難
だ
っ
た

の
が
悩
み
だ
っ
た
と
い
う
。

　

同
協
会
と
会
員
会
社
が
被
災
地

に
投
入
し
た
点
検
調
査
チ
ー
ム

は
、
４
月
下
旬
ま
で
に
計
９
３
８

組
、
延
べ
２
２
８
１
人
に
達
し
、

３
３
７
１
橋
の
被
害
点
検
を
終
え

た
。
今
後
、本
格
復
興
へ
の
検
討
、

着
手
を
急
ぐ
。

橋がつなぐ　みんなの未来
社団法人　日本橋梁建設協会
http://www.jasbc.or.jp/

あなたの「気になる橋」をお寄せください。
ご当地自慢の橋、その橋にまつわるエピソード、橋
の疑問など、橋にまつわることなら大歓迎です。宛
先は、〒 102-0075 東京都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法人 人と道研究会まで。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 
い
ま
こ
そ

　

未
曾
有
の
地
震
、
津
波
、
放
射

能
汚
染
の
三
重
被
害
。
島
国
日
本

が
恩
恵
を
受
け
て
き
た
豊
饒
の
海

が
、
大
地
の
震
動
で
脅
威
・
怨
念

の
海
と
化
し
た
「
東
日
本
大
震

災
」。東
北
出
身
の
筆
者
に
は
、「
大

切
な
郷
土
・
仲
間
の
喪
失
」
と
い

う
辛
い
試
練
と
な
っ
た
。
そ
の
東

北
が
、
不
幸
の
ど
ん
底
と
も
い
え

る
被
害
を
受
け
、
毎
日
が
命
を
繋

ぐ
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実

践
者
の
間
で
も
支
援
の
動
き
が
見

え
始
め
た
。新
潟
県
胎
内
市
は「
東

北
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
」
の
縁
が
あ

る
岩
手
県
遠
野
市
に
水
や
野
菜
な

ど
支
援
物
資
を
い
ち
早
く
送
り
、

宮
城
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
被
災
し
た

実
践
者
に
直
接
支
援
し
た
り
、
慰

労
の
た
め
の
激
励
会
を
行
っ
た
。

　

紹
介
し
て
き
た
「
農
林
漁
家
民

宿
お
母
さ
ん
百
選
」
の
「
お
母
さ

ん
」の
中
に
も
被
災
者
は
い
る
が
、

富
山
県
南
砺
市
の
農
家
民
宿
「
い

な
く
ぼ
」の
米
倉
み
つ
子
さ
ん
は
、

避
難
者
家
族
を
１
年
で
も
無
料
で

受
け
入
れ
て
良
い
と
門
戸
を
開

く
。
英
国
の
農
家
民
宿
「
Ｌ
Ｏ
Ｗ

Ｅ　

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
」
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ

国土交通省顧問
芝浦工業大学大学院教授
谷口博昭

ト
さ
ん
は
、
震
災
後
直
ぐ
日
本
支

援
の
募
金
活
動
を
し
、
民
間
団
体

を
通
じ
て
義
援
金
で
シ
ェ
ル
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
宮
城
県
に
送
っ
た
。

　

心
と
心
を
繋
ぎ
、
都
市
と
農

村
を
結
ぶ
。
命
の
尊
さ
を
共
感

し
、
命
を
繋
ぐ
営
み
で
あ
る
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
英
国
で

は
、「Escape for the hidden 

countryside!

」（
あ
の
隠
れ
た

田
舎
へ
逃
げ
て
い
こ
う
）
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
絶
望
か
ら
希
望
へ
。

こ
の
大
災
難
を
、
み
ん
な
の
力
で

乗
り
切
り
、
協
働
・
共
生
の
成
熟

国
家
に
す
る
！　

東
北
こ
そ
、
人

間
福
祉
・
復
興
の
首
都
に
ふ
さ
わ

し
い
と
信
じ
、
動
き
た
い
。　

（
東
洋
大
学
社
会
学
部
長
・
青
木

辰
司　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）

ホームページ（http://www.route-press21st.jp）

応募方法

締切日

送付先

右の回答用紙に記入し、点線の枠に沿って切
り抜き、はがき等に貼付し投函してください。
ホームページからも回答できます。
平成23年５月31日
〒102-0075 東京都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ ＮＰＯ法人 人と道研究会

国
家
百
年
の
計
で
実
行
可
能
案
を

17

ご意見をお寄せください！
ご記入されましたら、点線で切り取って、
はがきなどに貼り付けてお送りください。

千年桜  耐えて見つめて  春爛漫

橋げた流出・破壊   官民奮闘の短期復旧

三春滝桜　福島県田村郡三春町のホームページによると
「４月15日に開花。震災による被災もなく、元気に頑張っ
ています」。エドヒガン系の紅枝垂桜（ベニシダレザク
ラ）で1922年（大正11年）に国の天然記念物指定。日本
三大桜の一つで岐阜県の淡墨桜とともに東西の横綱。樹
齢は1000年以上と言われる＝写真提供：渡辺勝さん

第32号『道の駅と防災』アンケート回答用紙

　

道
21
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」

に
関
す
る
読
者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と

道
の
あ
り
方
を
と
も
に
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。
第
32
号
は
『
道
の
駅
と
防

災
』
を
実
施
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
道
21
世
紀
新
聞

で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や

「
道
の
駅
」
関
連
諸
団
体
に
も
提
供
し
、
今
後

の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域
活
性
化

に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と

を
働
き
か
け
ま
す
。
ご
回
答
は
す
べ
て
統
計

的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公
表
し
、
個
人

を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る

こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど

し
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中

か
ら
抽
選
で
30
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま

す
。

「道の駅と防災」を考える読者アンケート

　国土交通省や自治体が、道の駅の「防災拠点化」を進めて
いる矢先の大震災でした。道路利用者として、改めて「道の
駅と防災」についてどう感じているか、お尋ねします。

Ｑ１　道の駅は防災拠点として、どのような対応をして欲し
いと考えますか。（３つお選びください）
① 地域住民のための避難所　② 道路利用者や住民のための
臨時避難所　③ 災害復旧車両や防災機関（自衛隊、警察等）
の拠点　④ 長期にわたる避難所（仮設住宅設置）　⑤ 情報
提供や炊き出し等の短期利用　⑥ その他（自由回答）

Ｑ２　平常時から道の駅が準備しておいたほうが良い、最低
限必要なものは何でしょうか。（３つお選びください）
① 食料などの備蓄　② 貯水槽や井戸の設置　③ 非常用発電
機　④ 太陽光発電　⑤ 簡易シャワー　⑥ 災害用簡易トイレ
⑦ ラジオ　⑧ 衛星電話　⑨ ガスコンロ　⑩ 避難車両や仮設
住宅対応可能な広い駐車場　⑪ その他（自由回答）

Ｑ３　どのようなところにある道の駅を防災拠点化したほう
が良いと考えますか。（３つお選びください）
① 住宅密集地に近い場所　② 海岸に近く高台にある　③ 公
民館や学校など連携可能な施設に近い　④ インターチェンジ
に近い　⑤ 交通量が多い路線　⑥ 主要な観光地に近い
⑦ 災害対策上の重要路線に接している　⑧ その他（自由回
答）

Ｑ４　防災拠点としての「道の駅」について、ご意見やご要
望などがあれば、ご自由にお書きください。

Ｑ５　この新聞は、どこで入手されましたか。

全
国
の「
道
の
駅
」で
支
援
募
金
活
動
の
輪

　

岐
阜
県
土
岐
市
の
道
の
駅
「
土

岐
美
濃
焼
街
道
」
の
駅
長
丹
羽
正

孝
さ
ん
は
３
月
末
、
ラ
イ
ト
バ
ン

い
っ
ぱ
い
に
被
災
地
支
援
の
食
品

類
を
積
み
込
み
、
岩
手
県
宮
古
市

田
老
の
道
の
駅
「
た
ろ
う
」
を
訪

ね
た
。
こ
の
地
区
は
万
里
の
長
城

と
呼
ば
れ
る
巨
大
防
潮
堤
も
乗
り

越
え
た
津
波
で
壊
滅
的
被
害
を
受

け
た
が
、
高
台
の
「
た
ろ
う
」
は

奇
跡
的
に
難
を
逃
れ
た
。し
か
し
、

市
の
一
時
避
難
所
に
隣
接
し
て
い

る
た
め
、
詰
め
か
け
る
被
災
者
対

応
で
て
ん
て
こ
舞
い
し
て
い
た
。

　

食
料
品
は
新
潟
、
沖
縄
な
ど
10

以
上
の
道
の
駅
か
ら
託
さ
れ
て
い

た
産
品
交
流
用
の
商
品
。「
地
域

と
連
携
、
道
の
駅
同
士
と
の
連
携

は
使
命
な
の
だ
か
ら
」
と
話
す
。

　
「
土
岐
美
濃
焼
街
道
」
を
含
む

同
県
東
濃
地
域
の
道
の
駅
10
駅
で

は
レ
ジ
横
な
ど
に
復
旧
・
復
興
支

援
の
募
金
箱
を
置
い
て
い
る
。

　
「
木
曽
な
ら
か
わ
」（
長
野
県
塩

尻
市
）、「
く
ん
ま
水
車
の
里
」（
静

岡
県
浜
松
市
）、「
に
し
お
岡
の
山
」

（
愛
知
県
西
尾
市
）、「
い
が
」（
三

重
県
伊
賀
市
）
な
ど
道
の
駅
10
駅

で
も
、中
部
ブ
ロ
ッ
ク
「
道
の
駅
」

連
絡
会
の
呼
び
か
け
で
募
金
活
動

中
。「
か
な
ん
」（
大
阪
府
河
南
町
）

や
「
豊
前
お
こ
し
か
け
」（
福
岡

県
豊
前
市
）＝
写
真
、「
く
に
さ
き
」

（
大
分
県
国
東
市
）、「
か
ま
え
」（
同

県
佐
伯
市
）
な
ど
で
も
募
金
箱
が

置
か
れ
て
い
る
。「
豊
前
お
こ
し

か
け
」の
白
石
道
雄
駅
長
は「
１
万

円
札
を
入
れ
る
人
も
い
て
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
」と
語
っ
て
い
る
。

　被災地への支援活動は、全国各地
の道の駅でも高まっている。


